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株
主
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
か
ら
、
過
年
度
の
業
績
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
の
現
況
な
ど
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
の
業
績

　
平
成
十
九
年
度
の
連
結
当
期
純
利
益
は
、
前
年
度
比
約
二

千
四
百
億
円
減
少
し
、
六
千
三
百
六
十
六
億
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
等
を
契
機
と
し
た
内
外

金
融
市
場
の
混
乱
に
伴
い
業
務
粗
利
益
が
減
少
し
た
こ
と
、

保
有
株
式
に
お
い
て
減
損
が
発
生
し
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要

因
で
す
。

　
一
方
、
貸
出
や
預
金
の
残
高
は
堅
調
に
伸
び
て
お
り
、
ま

た
経
済
成
長
が
続
く
ア
ジ
ア
を
中
心
に
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
は
順

調
に
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

　
不
良
債
権
比
率
は
１
・
15
％
、
自
己
資
本
比
率
は
11
％
台
を

確
保
し
、
引
き
続
き
健
全
な
財
務
基
盤
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端
を
発
し
た
市
場
の
混
乱

は
、
内
外
の
実
体
経
済
へ
の
波
及
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ

り
、
引
き
続
き
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行

　
本
年
五
月
に
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
の
預
金
・
信
託
・

為
替
等
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
統
合
が
完
了
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
に
お
い
て
も
、
旧
東
京
三
菱
店
で
の
新
シ
ス
テ
ム
へ

の
移
行
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
移
行
の
際
に
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
の
一
部
休
止
や
一
部
障
害
の
発

生
な
ど
、
お
客
さ
ま
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
ご
不
便
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
、
ま
た
株
主
の
皆
さ
ま
に
は
ご
心
配
を
お
か

け
し
た
こ
と
に
つ
き
改
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
Ｕ
Ｆ
Ｊ
店
の
シ
ス
テ
ム
移
行
は
、
七
月
以
降
約
半
年
を

か
け
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
の
一
時

休
止
を
予
定
し
て
お
り
、
引
き
続
き
ご
不
便
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
何
と
ぞ
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
総
合
力
の
強
化

　
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
発
足
以
来
、
グ
ル
ー
プ
総
合
力
の
強
化
に
向

け
、
態
勢
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昨
年
九
月
に
は
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
証
券
を
完
全
子
会
社
化
、
本

年
八
月
に
も
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
の
完
全
子
会
社
化
を
予
定

す
る
な
ど
、
そ
の
具
体
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
着
実
に
進
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ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
成
長
が
期
待
さ
れ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
事

業
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
カ
ー
ド
へ
の
出
資
や
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル

ー
プ
と
の
業
務
提
携
な
ど
を
通
じ
て
一
層
の
拡
大
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

成
長
戦
略

　
グ
ル
ー
プ
銀
行
に
お
け
る
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
、
グ
ル

ー
プ
総
合
力
強
化
と
、
今
後
の
飛
躍
に
向
け
た
基
盤
固
め
は

着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
経
営
資

源
を
リ
テ
ー
ル
分
野
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
海
外
ビ
ジ
ネ

ス
な
ど
に
戦
略
的
に
投
入
し
、
一
層
の
収
益
の
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
企
業
価
値
向
上
に
向
け
て
役
職
員
一
同
、
力

を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
株
主
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
年
六
月

株
式
会
社
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ

取
締
役
社
長

株主の皆さまへ
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決算のポイント

〈損益の状況〉

連結粗利益は、国内法人向け貸出の競争激化や金融市況の悪化の影響などか

ら、前年度比2,140億円減少の3兆5,127億円となりました。

システム統合や内部管理強化などにより、営業費も前年度比417億円増加した結

果、連結業務純益は前年度比2,558億円減少し1兆3,969億円となりました。

また、与信関係費用の増加や株式関係損益の悪化などもあり、連結当期純利益

は前年度比2,443億円減少し、6,366億円となりました。

● 連結当期純利益は、連結粗利益の減少や株式の減損発生、与信関係費用の増

加を主因に、前年度比2,443億円減少の6,366億円

● 不良債権比率は、前年度末比0.31ポイント低下の1.15％。連結自己資本比率

は、11％台を確保し、引き続き強固な財務基盤を維持

● サブプライム関連商品を含む証券化商品などへの投資に伴う損失は約1,230

億円

（注） 計数は、各々単位未満を切り捨てて表示しています。
　　 従って、説明文中の増減数値とグラフ・表中に表示された計数を加減した場合の差異が一致しないことがあります。
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  平成19年度の業績について

〈貸出金・預金の状況〉

〈不良債権の状況〉

貸出金は、海外貸出の増加により、平

成18年度末比3.7兆円増加し、88.5兆

円となりました。預金は、個人預金、

海外店預金の増加などにより平成18

年度末比2.5兆円増加し、121.3兆円と

なりました。

不良債権比率は、お取引先の業況回復

に伴う債務者区分の上方遷移（格上げ）

や不良債権処理の進捗などにより、平

成18年度末と比べ0.31ポイント低下

し、1.15％となりました。不良債権残

高も平成18年度末と比べ0.26兆円減少

し、1.05兆円となりました。

〈有価証券含み損益の状況〉

株式の含み益減少等により、有価証券

の含み損益合計（その他有価証券評価

差額）は、平成18年度末比2.37兆円減

少し、1.00兆円となりました。
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サブプライム関連・SIV投資に関するQ&A

Q.米国低所得者向け不動産貸出（サブプライムローン）関連商品に対するMUFG
の投資状況や損益への影響等について教えてください。

A.平成19年度におけるサブプライム関連商品およびSIV＊投資の損益への影響額
は、SIV投資の売却損・減損などを主因として、約810億円の損失となりました。

投資残高および評価損などは下表のとおりです。

上記のサブプライム関連投資およびSIV投資以外の証券化商品への投資による

平成19年度損益への影響は、約420億円の損失となりました。

なお、当社の保有する有価証券全体の評価損益は、株式市場の下落の影響なども

ありましたが、平成20年3月末時点で1兆円の評価益となっています。

＊SIV（Structured Investment Vehicle）とは、劣後債や短期のコマーシャルペーパー（CP）等で投資資金を調達す
る一方、比較的長期の証券化商品や社債などに投資し、運用と調達の利回り差で収益を得ることを主目的とす
る投資会社のことです。

Q.証券化商品全体への投資状況を教えてください。
A.当社では、投資対象の多様化やポートフォリオ全体の分散･最適化などを目的と

して、証券化商品への投資を行っています。

平成20年3月末時点の証券化商品全体の投資残高は約3.32兆円、評価損は約

3,130億円となっています。

なお、証券化商品投資残高の99％は一次証券化商品＊であり、トリプルA格が80

％を占めるなど、質の高いポートフォリオを維持しています。

＊一次証券化商品とは、「貸付債権等の（証券化商品ではない）原資産を裏付けとして証券化した商品」です。「証券
化された商品を原資産として、さらに証券化したもの」を二次・三次の証券化商品と呼びますが、一般的には二
次・三次証券化商品の方が、リスクがより複雑となります。

平成19年度中に実現した損失　

平成19年度末時点の投資残高（減損後）

平成19年度末時点の評価損（減損後）

格付分布状況

△810億円（うち売却損340億円、減損470億円）

2,030億円（うちSIV投資60億円）

△440億円（うちSIV投資0）

サブプライム関連投資（SIV投資を除く）の
98％は、トリプルA格

（注）計数は10億円刻みで表示（億円単位で四捨五入）
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  平成19年度の業績について

37,267

19,044

11,586

20,740

16,527

△ 1,955

△ 1,961

1,271

14,570

516

1,112

93

－ 

△ 186

－ 
5,288

989

8,809

35,127

18,420

10,735

21,158

13,969

△ 4,088

△ 3,447

△ 248

10,290

△ 81

398

－ 
21

△ 147

△ 640

3,012

830

6,366

△ 1,869 △ 3,016

1,872,810

848,319

482,076

1,767,573

1,187,086

105,237

1,929,931

885,388

408,516

1,833,934

1,213,073

95,997

連結粗利益（信託勘定償却前）

　うち資金利益

　うち役務取引等利益　

営業費

連結業務純益

（一般貸倒引当金繰入・信託勘定償却前）

臨時損益（△は費用）

　うち与信関係費用

　うち株式等関係損益

経常利益

特別損益（△は損失）

　うち償却債権取立益

　うち貸倒引当金戻入益

　うち偶発損失引当金戻入益（与信関連）

　うち減損損失

　うち構造改革損失引当金繰入額

法人税等＋法人税等調整額

少数株主利益

連結当期純利益

資産の部

　うち貸出金

　うち有価証券

負債の部

　うち預金

純資産の部

与信関係費用総額（△は費用）
（信託勘定償却＋一般貸倒引当金繰入＋与信関係費用＋
貸倒引当金戻入益＋偶発損失引当金戻入益（与信関連））
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新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
つ
い
て

中
国
現
地
法
人
広
州
支
店
の
開
設
に
つ
い
て

三
菱
東
京
U
F
J
銀
行

　
平
成
二
十
年
五
月
十
二
日
に
、
旧
東
京
三
菱
店
約
二
百
五
十

店
舗
に
お
い
て
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
切
替
が
終
了
し
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
り
、
旧
東
京
三
菱
店
に
口
座
を
お
持
ち
の
お
客
さ
ま
は
、

「
メ
イ
ン
バ
ン
ク
」
総
合
サ
ー
ビ
ス
の
同
行
A
T
M
時
間
外
手
数

料
が
優
遇
さ
れ
る
運
用
資
産
残
高
の
条
件
が
、「
五
十
万
円
以

上
」
か
ら
「
十
万
円
以
上
」
に
引
き
下
げ
と
な
っ
た
ほ
か
（
五
月

実
施
）、
通
帳
繰
越
が
す
べ
て
の
店
舗
の
A
T
M
で
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
六
月
実
施
）。

　
旧
U
F
J
店
は
、平
成
二
十
年
七
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、

順
次
新
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
予
定
で
す
。

　
移
行
作
業
の
た
め
、
A
T
M
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の

一
時
休
止
を
実
施
い
た
し
ま
す
。ご
不
便
を
お
か
け
し
て
誠
に

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
何
と
ぞ
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
菱
U
F
J
信
託
銀
行

　
三
菱
U
F
J
信
託
銀
行
で
は
、
平
成
二
十
年
五
月
七
日
に
預

金
・
信
託
・
為
替
等
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
切
替
が
完
了
し
ま

し
た
。
今
後
、一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
年
三
月
、
三
菱
東
京
U
F
J
銀
行
の
中
国
に
お
け

る
全
額
出
資
子
会
社
「
三
菱
東
京
日
聯
銀
行
（
中
国
）
有
限
公

司
」の
広
州
支
店
が
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
中
国
華
南
地
域
の
中
心
都
市
で
あ
る
広
州
市
に
は
、
近
年
、

自
動
車
関
連
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
多
く
の
日
系
企
業
が
進
出

し
て
い
ま
す
。
同
行
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
駐
在
員
事
務
所
を

設
立
し
、
現
地
の
情
報
収
集
や
お
客
さ
ま
の
拠
点
設
立
の
お
手

伝
い
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
回
の
支
店
開
設
に
よ
り
、

預
金
・
融
資
業
務
か
ら
送
金
、外
国
為
替
ま
で
、企
業
の
お
客
さ

ま
向
け
に
幅
広
い
金
融
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
広
州
支
店
の
開
設
に
よ
り
、三
菱

東
京
日
聯
銀
行
（
中
国
）
有
限
公
司

の
中
国
本
土
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
、
邦
銀
最
大
の
七
支
店
。こ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
お
客

さ
ま
に
一
層
充
実
し
た
総
合
金
融

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
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  トピックス

　「
Ｒ
＆
Ｉ
フ
ァ
ン
ド
大
賞
２
０
０
８
」
の
確
定
給
付
年
金
の

分
野
で
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
の
五
つ
の
フ
ァ
ン
ド
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
投
資
信
託
の
分
野
で
は
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
投

信
の
三
つ
の
フ
ァ
ン
ド
、
国
際
投
信
投
資
顧
問
の
一
つ
の
フ
ァ

ン
ド
が
各
々
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
Ｒ
＆
Ｉ
フ
ァ
ン
ド
大
賞
」と
は
、
格
付
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー

（
Ｒ
＆
Ｉ
）
が
、
恣
意
性
を
排
除
し
た
基
準
に
よ
り
、
投
資
信

託
、
確
定
拠
出
年
金
、
確
定
給
付
年
金
の
各
分
野
で
、
優
れ
た

運
用
成
績
を
残
し
た
フ

ァ
ン
ド
を
第
三
者
の
立

場
か
ら
表
彰
す
る
制
度

で
す
。

　
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀

行
を
は
じ
め
各
社
で

は
、
今
後
も
さ
ら
に
運

用
力
と
商
品
性
の
向
上

を
図
り
、
多
様
化
す
る

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

積
極
的
に
お
応
え
し
て

い
き
ま
す
。

　
M
U
F
G
は
、
平
成
二
十
年
四
月
に
東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ

プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
東
証
I
R
フ
ェ
ス
タ

2
0
0
8
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
「
東
証
I
R
フ
ェ
ス
タ
」

と
は
、
東
京
証
券
取
引
所
が
、
上
場
会
社
に
よ
る
情
報
開
示

の
充
実
と
個
人
投
資
家
に
よ
る
I
R
情
報
の
一
層
の
活
用
促

進
を
目
的
に
、
今
回
初
め
て
開
催
し
た
個
人
投
資
家
向
け

I
R
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
当
社
は
、
本
会
場
内
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
ほ
か
、
水
野

専
務
取
締
役
に
よ
る
会
社
説
明
会
を
開
催
。
個
人
投
資
家
の

皆
さ
ま
に
M
U
F
G
を
よ
り
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
グ

ル
ー
プ
の
概
要
や
経
営
戦
略
、
C
S
R（
企
業
の
社
会
的
責
任
）

活
動
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。 

会社説明会

会場ブース

「
Ｒ
＆
Ｉ
フ
ァ
ン
ド
大
賞
2
0
0
8
」受
賞

「
東
証
I
R
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
8
」に
参
加
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Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
レ
ポ
ー
ト
〜
海
外
拠
点
紹
介
第
四
回
〜

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
ホ
ー
チ
ミ
ン
支
店

　
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
内
の
空
港
に
降
り
立
つ
と
、
肌
を
包
む
の
は

南
国
独
特
の
ム
ッ
と
し
た
熱
気
。南
北
に
細
長
い
地
形
を
持
つ

ベ
ト
ナ
ム
は
、
四
季
の
あ
る
北
部
、
常
夏
の
南
部
と
い
う
よ
う

に
、
地
域
に
よ
り
気
候
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。近
年
で
は
、
製

造
業
を
中
心
に
日
系
・
欧
米
系
企
業
の
進
出
が
盛
ん
で
す
が
、

人
口
の
約
七
割
は
現
在
で
も
農
村
部
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
エ

ビ
や
ゴ
ム
、カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
を
輸
出
し
て
い
る
ほ
か
、コ

ー
ヒ
ー
は
世
界
有
数
の
輸
出
量
を
誇
り
ま
す
。

　
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と
い
え
ば
、
か
つ
て
「
極
東
の
真
珠
」「
東
洋

の
パ
リ
」
と
呼
ば
れ
た
街
。市
内
を
歩
く
と
、
聖
マ
リ
ア
教
会
を

は
じ
め
数
多
く
の
西
洋
風
建
築
物
に
出
会
い
ま
す
。ま
た
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
カ
フ
ェ
や
コ
ー
ヒ
ー
屋
台
が
軒
を
連
ね
、
フ
ラ

ン
ス
植
民
地
時
代
の
面
影
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
近
郊
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
に
掘
ら
れ
た
ク
チ
の
地
下

ト
ン
ネ
ル
や
、
軽
井
沢
の
よ
う
な
高
原
の
避
暑
地
ダ
ラ
ッ
ト
と

い
っ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
点
在
。
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

「
第
二
次
ベ
ト
ナ
ム
投
資
ブ
ー
ム
」の
な
か
、中
国
・
イ
ン
ド
に
次
ぐ
高
い
経
済
成
長
を
誇
る
ベ
ト
ナ
ム
。

今
回
は
ベ
ト
ナ
ム
最
大
の
経
済
都
市
、ホ
ー
チ
ミ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ハノイ

ホーチミン
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サイゴン川

ホーチミン市内にあるフランス建築の
聖母マリア教会

の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡
へ
も
飛
行
機
で
約
一
時
間
と
い

う
近
さ
で
す
。

　
船
旅
を
楽
し
む
な
ら
、市
の
中
心
を
流
れ
る
サ
イ
ゴ
ン
川
へ
。

河
口
の
都
市
、
ブ
ン
タ
ウ
ま
で
の
道
の
り
を
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
森
や
港
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
約
一
時
間
か
け
て
進
み

ま
す
。ブ
ン
タ
ウ
に
到
着
し
た
ら
、
町
の
南
端
に
あ
る
山
に
登

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
山
頂
に
は
高
さ
三
十
メ
ー
ト
ル

の
白
い
キ
リ
ス
ト
像
が
立
つ
展
望
台
が
あ
り
、
眼
下
に
広
が

る
南
国
の
街
と
海
岸
線
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
絶
景
で
す
。

　
お
な
か
が
す
い
た
ら
、ベ
ト
ナ
ム
料
理
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

フ
ォ
ー（
米
で
で
き
た
平
打
ち
麺
）や
ゴ
イ
・
ク
ォ
ン（
生
春
巻
）

が
有
名
で
す
が
、魚
介
類
を
多
く
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
、

日
本
人
に
は
な
じ
み
や
す
い
よ
う
で
す
。

MUFGレポート

　
平
均
年
齢
二
十
六
歳
と
も
い
わ
れ
る
若
い
国
民

が
、喧
噪
の
な
か
を
バ
イ
ク
で
行
き
交
う
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
は
、
日
本
の
高
度
成
長
期
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ

ま
す
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）開
設
の
横
浜
正

金
銀
行
サ
イ
ゴ
ン
出
張
所
を
起
源
と
す
る
三
菱

東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
ホ
ー
チ
ミ
ン
支
店
は
、
戦
争
に

よ
り
閉
店
し
た
時
期
も
あ
り
ま
す
が
、
平
成
八
年

（
一
九
九
六
年
）、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
初
の
邦
銀
支

店
と
し
て
再
開
し
ま
し

た
。

　
現
在
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
日

本
商
工
会
の
会
員
企
業

は
急
増
中
で
、
さ
ら
に
多

く
の
日
系
企
業
の
進
出

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

邦
銀
随
一
の
歴
史
と
取

引
基
盤
を
も
と
に
、
今
後

も
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
で

お
客
さ
ま
の
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

支店をご紹介します
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東京大会

愛知大会

大阪大会

　
M
U
F
G
は
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
年

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
二
十
七
日
に
か
け
て
、
少
年
サ
ッ
カ
ー

大
会
を
東
京
、愛
知
、
大
阪
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
卒
業
間
近
の
小
学
六
年
生
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、

小
学
校
時
代
の
最
後
の
思
い
出
と
な
る
機
会
を
提
供
し
た

も
の
で
す
。

　
小
学
生
時
代
は
、
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
も
大
切
で
す
が
、
む

し
ろ
仲
間
と
の
き
ず
な
や
他
チ
ー
ム
と
の
親
睦
な
ど
サ
ッ

カ
ー
を
通
じ
た
人
間
形
成
や
思
い
出
づ
く
り
が
大
切
な
時
期
と

い
え
ま
す
。

　
M
U
F
G
で
は
、
C
S
R
活

動
の
重
点
領
域
と
し
て
「
次
世

代
社
会
の
担
い
手
育
成
」
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
四
月
か
ら
中

学
生
と
な
る
少
年
た
ち
に
エ
ー

ル
を
送
る
大
会
と
し
て
、
こ
の

大
会
を
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、元
J
リ
ー
ガ
ー
と

の
交
流
の
場
や
礼
儀
・
作
法
に

社
会
と
と
も
に

M
U
F
G
は
、将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、そ
の
可
能
性
を
思
う
存
分
伸
ば
せ
る
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

卒業記念
サッカー大会

MUFG
カップ

MUFG

関
す
る
N
P
O
団
体
の
講
座
も
実
施
し
、
参
加
し
た
小
学
生
は

千
七
百
十
五
名
、
社
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
は
百
名
を
超
え

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
小
学
生
か
ら
は
「
最
後
に
み
ん
な
で
試
合
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」
な
ど
、喜
び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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  社会とともに

　
三
菱
東
京
U
F
J
銀
行
塚
本
支
店

（
大
阪
市
淀
川
区
）
で
は
、
平
成
二
十

年
二
月
に
、
近
隣
の
中
学
生
を
対
象

と
し
た
職
場
体
験
会
を
開
催
し
ま
し

た
。従
業
員
が
、
銀
行
業
務
を
解
説
し

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
を
使
用
し
な
が

ら
、
実
務
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
説
明
。そ
の
後
、
支
店
内
を
見

学
、
実
際
に
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
す

る
体
験
も
し
ま
し
た
。

　
二
日
間
の
研
修
の
最
後
に
は
、

「
あ
っ
た
ら
い
い
な
こ
ん
な
銀
行
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
中
学
生
か
ら
は「
仕
事
の
楽
し
さ
、
厳
し
さ
や『
働

く
』
と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
三
菱
U
F
J
信
託
銀
行
は
名
古
屋
地

区
に
て
、
平
成
十
九
年
十
二
月
に
、
ク
リ

ス
マ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
三
菱
U
F
J

信
託
銀
行
フ
レ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
」
を
開
催

し
ま
し
た
。こ
の
大
会
は
、
愛
知
県
下
の

児
童
養
護
施
設
の
小
学
生
を
招
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
行
う
イ
ベ
ン

ト
で
、今
回
が
初
め
て
の
開
催
で
す
。

　
当
日
は
、
総
勢
八
十
七
名
の
小
学
生
が

従
業
員
と
一
緒
に
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
、
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。子
ど

も
た
ち
か
ら
は
「
と
て
も
楽
し
い
一
日

だ
っ
た
」「
新
し
い
友
達
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
」
な
ど
の
お
礼
の
手
紙
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。今
後
も
、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

中
学
生
向
け
の
職
場
体
験
会
を
実
施

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行

小
学
生
を
招
い
て
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
　

グ
ル
ー
プ
各
社
の
事
例

M
U
F
G
各
社
は
、地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



前回より
よくなったと思う

57.2％

これまでと
特に変わらない
35.5％

前回より
悪くなったと思う

1.8％

内容が理解できない、
面白くない

5.5％

「株主の皆さまへ 第 3期中間期」の感想株主優待制度に関するご意見

評価できる

55.7％

自己株式の
取得より
配当を充実
させるべき
38.1％

自己株式の取得より
戦略的な投資等を
充実させるべき
3.9％

自己株式の取得より
内部留保の充実に
力を入れるべき
2.3％

自己株式取得に関するご意見

株主さま向け
各種セミナーの

開催

37.8％

ホームページや
本誌の誌面充実等

23.6％

株主さま対象の
会社見学会等
30.9％

その他

7.7％

今後、希望される活動

ご回答いただいた株主の皆さま／回答者数：11,443 件（回答率約 2.8％）
男性：72％　女性：28％

評価できる

59.4％

優待
サービスに
魅力がない

33.5％

評価
できない

4.9％

関心がない

2.2％

12

株
主
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
ご
報
告

「
株
主
の
皆
さ
ま
へ 

第
三
期
中
間
期
」（
平
成
十
九
年
十
二
月
発
行
）の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、特
に
多
か
っ
た
ご
意
見
・
ご
質
問
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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  株主アンケート結果のご報告

　　　
株
主
優
待
制
度
の
導
入
を
「
評
価
で
き
る
」
と
す
る
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
一
方
、「
優
待
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
も
っ
と
充
実

し
て
ほ
し
い
」
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
一
月
に
開
始
す
る
次
回
の
優
待
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
前
号
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
株
主
さ
ま

か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
も
参
考
に
し
て
、
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　　
自
由
コ
メ
ン
ト
欄
に
「
銀
行
の
シ
ス
テ
ム
統
合
を
早
く
完

遂
し
て
ほ
し
い
」 

と
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
六
ペ
ー
ジ
で
ご
説
明
の
と
お
り
、
三
菱
東
京
U
F
J
銀
行
で

は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
に
か
け
て
、
順
次
新
シ
ス
テ
ム
へ
の

移
行
を
実
施
し
ま
す
。移
行
作
業
の
た
め
、
今
後
も
同
行
オ
ン

ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
一
時
休
止
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
と
ぞ
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
三
菱
U
F
J
信
託
銀
行
で
は
、
平
成
二
十
年
五
月
に

預
金
・
信
託
・
為
替
等
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
切
替
を
完
了
し

ま
し
た
。

　　「
株
主
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー
や
見
学
会
な
ど
を
実
施
し
て
ほ

し
い
」
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
年
九
月
三
日
、

五
日
に
株
主
さ
ま
向
け
に
「
M
U
F
G
為
替
相
場
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た（
詳
細
は
、
十
六
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）。今
後
は
、
開
催
地
域
の
拡
大
も
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
本
誌
の
内
容
に
関
し
て
「
業
績
を
も
っ
と
具
体

的
に
説
明
し
て
ほ
し
い
」「
海
外
拠
点
紹
介
を
充
実
さ
せ
て
ほ

し
い
」と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
頂
戴
し
た
ご
意
見
は
、
今
後
の
本
誌
作
成
や
I
R（
投
資
家
向

け
広
報
）活
動
の
参
考
に
い
た
し
ま
す
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
質
問
の
な
か
か
ら

株
主
さ
ま
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て

新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
つ
い
て

株
主
優
待
制
度
に
つ
い
て
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  取締役・監査役／大株主

大株主（普通株式　平成 20年 3月31日現在）

取締役・監査役（平成 20年 6月 27日現在）

1 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 
2 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 
3 ヒーロー . アンド . カンパニー 
4 日本生命保険相互会社 
5 ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー
6 日本マスタートラスト信託銀行株式会社
 （明治安田生命保険相互会社・退職給付信託口）

7 ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー505103
8 トヨタ自動車株式会社
9 明治安田生命保険相互会社
10日本マスタートラスト信託銀行株式会社
 （三菱重工業株式会社口・退職給付信託口） 

528,919,100
 458,682,300

345,922,541
280,011,699
217,112,712

175,000,000

152,482,956
149,263,153
138,639,341

118,740,000

2,564,773,802
10,861,643,790

4.86
4.22
3.18
2.57
1.99

1.61

1.40
1.37
1.27

1.09

23.61
100.00

（注） 1. 持株比率は、小数点第3位以下を切り捨てて表示しています。
 2. 上記のほか、当社が保有している普通株式の自己株式500,889,485株があります。
 3. ヒーロー．アンド．カンパニーは、ADR（米国預託証券）発行のために預託された株式の名義人です。

合計
発行済株式総数

持株数（株）  　持株比率（％）

取締役会長　
（代表取締役）

取締役副会長　
（代表取締役）

取締役社長　
（代表取締役）

取締役副社長　
（代表取締役）

専務取締役　
（代表取締役）

専務取締役　
（代表取締役）

専務取締役　
（代表取締役）

取締役 

取締役 

取締役 

取締役 

取締役 

取締役 

取締役

取締役 *

取締役 *

取締役 *

常勤監査役 　

常勤監査役 　

監査役 ** 　

監査役 ** 　

監査役 **
 

*   大木島 巖、原田 明夫、大歳 卓麻の各氏は、会社法第 2条第 15 号に定める社外取締役です。
**　今井 健夫、髙須賀 劦、岡本 圀衞の各氏は、会社法第 2条第 16 号に定める社外監査役です。

安田　新太郎

永易　克典

秋草　史幸

竹内　和男

岡内　欣也

平野　信行

和地　薫

大木島　巖

原田　明夫

大歳　卓麻

松木　春夫

安田　正太

今井　健夫

髙須賀　劦

岡本　圀衞

玉越　良介

上原　治也

畔柳　信雄

大森　京太

佐野　三郎

水野　俊秀

斎藤　広志  

たまこし　　りょうすけ

うえはら　　 は る や

くろやなぎ　　 の ぶ お

おおもり　　 きょうた

　さ　の　　　 さぶろう

み ず の 　　としひで

さいとう　　 ひ ろ し

や す だ 　 　し ん た ろ う

ながやす　　 かつのり

あきくさ　　 ふみゆき

たけうち　　か ず お

おかうち　　き ん や

ひ ら の 　　 のぶゆき

　わ　ち　　　かおる

お お き じ ま 　 いわお

は ら だ 　 　あ き お

おおとし　　 た く ま

まつ　き　　　は る お

や す だ 　　しょう た

いまい　　 　た け お

た か す か 　 つとむ

おかもと　 　く に え



16

当社では、日頃ご支援いただいております株主の皆さまを対象に、「為替相場セミ

ナー」を開催いたします。皆さまのご応募を心よりお待ち申し上げております。

MUFG 為替相場セミナー開催のお知らせ

お問い合わせ先：株式会社三菱UFJフィナンシャル・グループ 　株主セミナー係

電話：03（3240）8111（代）

応募方法  　同封の「MUFG為替相場セミナーご参加申込書」に必要事項をご記入の上、ご投
函ください。

 ご記入要領

1.ご希望日をご選択ください（いずれか一方をお選びください）。
2. 株主さまのお名前、郵便番号、ご住所、株主番号（「配当金領収証」または「配当金計算書」           
no の住所氏名欄の下段 8桁の番号）をご記入ください。
3.ご同伴者がある場合、そのお名前、郵便番号、ご住所をご記入ください。
4.個人情報保護シールをはがし、折り曲げてしっかりと貼り付けてご投函ください。

締め切り 平成 20 年 7月 16 日（水）消印有効
応募多数の場合、抽選とさせていただきますのであらかじめご了承ください。
厳正な抽選の上、当選された株主さまには 8月中旬頃にご招待状をお送りいたします。

 応募要領

（ご注意）
1. 当日の受付時刻および集合場所等の詳細につきましては、当選された株主さまに別途ご案内いたします。
2. 参加費は無料ですが、開催場所までの往復の交通費は各自でご負担いただきます。
3. 応募時に必要事項の記入漏れがあった場合は、無効となる可能性がございます。
4. やむを得ない理由で中止や内容変更となる場合がございます。

   第 1 回 9 月 3 日（水）  13:30～16:30頃

  第 2 回 9 月 5 日（金） 13:30～16:30頃

   三菱東京 UFJ 銀行ディーリングルームほか（東京都千代田区丸の内）

  第一部 ディーリングルーム見学
   （ディーラーが取引を行う
   現場をご覧いただきます）

  第二部 為替相場セミナー
   （為替相場の動きや見通し
   などをアナリストが解説
   いたします）　　　　　　　

　　　　　 平成 20年3月末時点で当社株式を100 株以上お持ちの株主さま
  （ご同伴者 1名さままで可）

　　 各回 100 名さま（ご同伴者含む）

 開催概要

内　　容

募集対象者

募 集 人 数

開催日時

開催場所



 ホームページのご紹介

大和インベスター･リレーションズ（株）の
「インターネットIR・ベスト企業賞」 ゴメス・コンサルティング（株）のIRサイト優秀企業

MUFGのホームページでは、最新のニュースリリースやグループのCSR（企業の社会

的責任）活動など、株主・投資家の皆さま向け情報を掲載。

平成 19 年度には、株主優待情報のページを新設しました。外部のＩＲサイト評価会社

からも高く評価され、大和インベスター･リレーションズ株式会社の「インターネット

IR・ベスト企業賞」を 2年連続で受賞、ゴメス・コンサルティング株式会社の「Gomez 

IR サイト総合ランキング」優秀企業に 2年連続で選出されています。

トップページ

個人投資家の皆さまへ



平成20年6月発行
本誌はFSC認証紙、大豆インキを使用しています。
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